
こんにちは
野々市市議会です

議会だより

10
2016年（平成28年）

“お誕生会で披露”市内、たちのクラブでの１コマ（掲載にあたっては関係者のご了解を得ています）

平成28年度一般会計補正予算等の
議案を審査� …     2 P
６月定例会一般質問　９人が登壇� …     3 P
市民の声 � …   12 P 号
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平成28年度一般会計補正予算を可決

平成 28年 6月定例会� ○＝賛成、×＝反対　　※議長（早川　彰一）は採決に加わりません。

議　案　名

議

決

日

議
決
結
果

五
十
川
員
申

北
村
　
大
助

馬
場
　
弘
勝

安
原
　
　
透

宮
前
　
一
夫

西
本
　
政
之

中
村
　
義
彦

杉
林
　
　
敏

金
村
　
哲
夫

辻
　
　
信
行

早
川
　
彰
一

尾
西
　
雅
代

土
田
　
友
雄

大
東
　
和
美

岩
見
　
　
博

議案第28号 専決処分（平成27年度野々市市一般会計補正予算第５号）の承認について 6月24日 承　認 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ − ○ ○ ○ ○

議案第29号 専決処分（平成27年度野々市市国民健康保険特別会計補正予算第２号）の承認について 6月24日 承　認 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ − ○ ○ ○ ○

議案第30号 専決処分（平成27年度野々市市後期高齢者医療特別会計補正予算第３号）の承認について 6月24日 承　認 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ − ○ ○ ○ ○

議案第31号 専決処分（平成27年度野々市市介護保険特別会計補正予算第３号）の承認について 6月24日 承　認 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ − ○ ○ ○ ○

議案第32号 専決処分（平成27年度野々市市水道事業会計補正予算第２号）の承認について 6月24日 承　認 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ − ○ ○ ○ ○

議案第33号 専決処分（平成27年度野々市市公共下水道事業会計補正予算第２号）の承認について 6月24日 承　認 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ − ○ ○ ○ ○

議案第34号 専決処分（野々市市税条例等の一部を改正する条例）の承認について 6月24日 承　認 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ − ○ ○ ○ ×

議案第35号 専決処分（野々市市国民健康保険税条例の一部を改正する条例）の承認について 6月24日 承　認 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ − ○ ○ ○ ×

議案第36号 平成28年度野々市市一般会計補正予算（第１号）について 6月24日 原案可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ − ○ ○ ○ ○

議案第37号 野々市市地域包括支援センターの人員及び運営に関する基準を定める条例の一部を改正する条例について 6月24日 原案可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ − ○ ○ ○ ○

議会議案第3号 無電柱化の推進に関する法整備を求める意見書 6月24日 原案可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ − ○ ○ ○ ○

議会議案第4号 熊本地震災害対策と被災者生活再建支援法の充実を求める意見書 6月24日 否　決 × × × ○ ○ × × ○ × × − × ○ × ○

諮問第１号 人権擁護委員の候補者推薦につき意見を求めることについて 6月９日 適　任 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ − ○ ○ ○ ○

6月
定例会

議　決　結　果　一　覧

※写真は増築棟建設予定の野々市市文化会館フォルテ第１駐車場

野々市小学校� 予算3億円来年新学期から供用開始

「まち・ひと・しごと創生事業」�予算3千万円全額を減額
　平成28年度第２回６月定例会を６月９日から６月24日までの16日間の日程で開催しました。粟
市長から提出された平成27年度一般会計補正予算をはじめ専決処分８件、平成28年度一般会計補正
予算についてと、条例を含め２件の議案、人権擁護委員の候補推薦に関する諮問１件など11件を可決・
承認いたしました。総務管理費において、市が申請していた「まち・ひと・しごと創生事業」に伴う予算、
内閣府地方創生加速化交付金の不採択に伴い事業が中止されました。また、教育費では野々市小学校の
生徒増加に伴う６教室の増築改修費などで３億円の増加となりました。予算決算常任委員会では、本事
業にあたり生徒数の増加に関する情報やPFI 事業に関しての質疑が行われました。その他、１件の意見
書を採択、１件の意見書を賛成少数で不採択としました。

児童数急増　に伴い校舎棟増築

一般質問

Ｑ
市
の
人
口
変
化
・
各
地
区
の
市
街

化
に
よ
る
居
住
エ
リ
ア
の
変
化

に
伴
い
、選
挙
時
の
ポ
ス
タ
ー
掲
示
板
や
、

投
票
区
の
見
直
し
な
ど
を
行
う
こ
と
で
、

市
や
選
挙
管
理
委
員
会
と
し
て
、
少
し
で

も
投
票
率
の
ア
ッ
プ
、
政
治
へ
の
関
心
、

投
票
意
識
の
向
上
へ
の
補
完
を
図
っ
て
は

ど
う
か
。

Ａ
副
市
長
●
本
市
で
は
、
市
内
66
か

所
に
設
置
を
し
て
い
る
。
設
置
場

所
の
選
定
に
際
し
て
は
、
有
権
者
に
対
す

る
選
挙
啓
発
の
一
面
を
考
え
、
で
き
る
だ

け
多
く
の
方
の
目
に
留
ま
る
場
所
を
基
本

と
し
、「
設
置
・
撤
去
が
容
易
」、「
確
実

に
固
定
で
き
る
柵
や
基
礎
が
あ
る
」、「
多

く
の
人
数
が
立
候
補
す
る
市
議
会
議
員
選

挙
や
同
日
選
挙
の
場
合
で
も
掲
示
ス
ペ
ー

ス
を
確
保
で
き
る
」、「
設
置
に
よ
り
見
通

し
が
悪
く
な
る
な
ど
、他
に
支
障
が
な
い
」

場
所
を
考
慮
の
上
、
都
度
検
討
し
て
き
て

い
る
。
こ
こ
最
近
で
も
、
平
成
26
年
の
衆

議
院
議
員
総
選
挙
時
に
は
、
本
町
１
丁
目

の
防
災
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
駐
車
場

前
へ
、
平
成
27
年
の
市
議
会
議
員
選
挙
時

に
お
い
て
は
、
菅
原
小
学
校
南
側
フ
ェ
ン

ス
へ
移
設
し
た
事
例
な
ど
が
あ
る
。
今
回

は
、
新
た
に
18
・
19
歳
の
方
が
有
権
者
と

な
る
こ
と
か
ら
、
若
年
有
権
者
へ
の
啓
発

も
含
め
、
金
沢
工
業
大
学
・
野
々
市
明
倫

高
等
学
校
の
敷
地
内
に
移
設
し
た
。

多
く
の
市
民
の
目
に
触
れ
る
よ

う
民
間
施
設
の
活
用
も

Ｑ
保
護
者
の
方
が
出
入
り
さ
れ
る

保
育
園
や
幼
稚
園
、
地
域
の
方
が

利
用
さ
れ
る
小
中
学
校
の
体
育
館
な
ど
の

出
入
り
口
、
市
民
の
利
用
度
が
高
い
文
化

施
設
・
体
育
施
設
を
は
じ
め
、
民
間
の
商

業
施
設
、
集
合
型
の
大
型
商
業
施
設
な
ど

の
出
入
り
口
付
近
な
ど
、
公
示
日
か
ら
投

票
日
に
至
る
ま
で
の
期
間
、
多
く
の
市
民

が
出
入
り
す
る
場
所
を
確
保
さ
れ
て
は
ど

う
か
。

Ａ
副
市
長
●
公
共
施
設
な
ど
多
く

の
市
民
が
出
入
り
す
る
場
所
の

検
討
な
ど
、
今
後
も
宅
地
化
そ
の
他
の
周

辺
の
状
況
変
化
に
対
応
し
、
よ
り
効
果
的

な
ポ
ス
タ
ー
掲
示
板
の
場
所
に
つ
い
て
見

直
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

Ｑ
平
成
27
年
実
施
の
市
議
会
議
員

選
挙
に
お
い
て
も
、
前
回
の
選
挙

に
比
し
て
約
13
％
低
下
し
て
い
る
。
市
民

と
し
て
の
権
利
行
使
へ
の
意
識
の
向
上
を

そ
れ
ぞ
れ
が
図
っ
て
い
く
必
要
性
が
あ
る

と
考
え
る
が
、
市
と
し
て
の
取
り
組
み
を

伺
う
。

Ａ
副
市
長
●
今
年
１
月
か
ら
２
月

に
か
け
て
市
内
小
中
学
校
で
の

模
擬
投
票
、
ま
た
成
人
式
や
金
沢
工
業
大

学
で
の
転
入
届
臨
時
出
張
窓
口
で
の
街
頭

啓
発
な
ど
を
行
い
、
選
挙
・
政
治
へ
の
参

加
を
促
す
取
り
組
み
を
行
っ
て
き
た
。
今

回
の
参
議
院
議
員
通
常
選
挙
に
向
け
て

は
、
金
沢
工
業
大
学
・
イ
オ
ン
御
経
塚
店

で
の
街
頭
啓
発
に
加
え
、
選
挙
事
務
の
体

験
を
通
じ
、
若
年
層
の
選
挙
へ
の
関
心
を

高
め
る
こ
と
を
目
的
と
し
た
選
挙
事
務
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
を
６
月
22
日
の
公
示
日
後
に

実
施
し
た
。

宮前 一夫 議員

参院選で選挙権年齢が18歳以上になる
ポスター掲示板の設置場所見直しを図れ

若年の有権者への選挙啓発も含め、金沢工業大学
と野々市明倫高等学校前に移設することとした

一般質問を動画でご覧いただけます。
　※二次元コードは機種によりご利用いただけない場合があります。
　　PCからは、　https://goo.gl/xcb0Wx

野々市明倫高等学校前に移設され
たポスター掲示板

金沢工業大学敷地内へ移設された
ポスター掲示板
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一般質問 一般質問

金村 哲夫 議員

緑豊かな空間として市民の憩いの場
となるように整備を進める

野々市市営墓地公園事業の今後の
進捗状況は

Ｑ
市
営
墓
地
整
備
等
検
討
委
員
会

で
市
営
墓
地
公
園
整
備
計
画
に

か
か
る
基
本
構
想
を
策
定
し
、
基
本
計
画

が
報
告
さ
れ
ま
し
た
が
、
今
後
ど
の
よ
う

な
事
業
の
進
捗
に
な
る
の
か
。

Ａ
市
長
●
区
画
整
理
組
合
な
ど
関

係
機
関
と
事
業
調
整
を
図
り
な

が
ら
、
基
本
設
計
、
実
施
設
計
を
進
め
、

そ
れ
と
並
行
し
て
用
地
取
得
を
行
い
、
平

成
33
年
ま
で
に
、
４
，
０
０
０
区
画
の
う

ち
概
ね
１
，
０
０
０
区
画
の
整
備
を
目
指

し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

「
野
々
市
ブ
ラ
ン
ド
農
産
物
」
で

地
域
農
業
の
活
性
化
を

Ｑ
野
々
市
産
業
戦
略
会
議
の
状
況

を
含
め
て
「
野
々
市
ブ
ラ
ン
ド
農

産
物
」
の
確
立
を
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い

る
か
。

Ａ
市
長
●
市
総
合
計
画
や
の
の
い

ち
創
生
総
合
戦
略
に
沿
っ
て
、
認

定
・
認
証
制
度
を
研
究
し
、
制
度
化
も
視

野
に
入
れ
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
。

野
々
市
市
農
業
委
員
会
の
継
続

の
あ
り
方
は

Ｑ
本
市
で
は
農
業
委
員
会
の
設
置

要
件
で
あ
る
農
地
面
積
の
基
準

を
満
た
し
て
お
ら
ず
、
農
業
委
員
会
を
置

か
な
い
こ
と
が
で
き
ま
す
が
、
ど
の
よ
う

に
考
え
て
い
る
の
か
。

Ａ
市
長
●
設
置
の
判
断
に
つ
き
ま

し
て
は
、
関
係
団
体
等
の
ご
意
見

を
伺
い
な
が
ら
、
本
市
の
農
業
振
興
に
お

け
る
意
義
を
踏
ま
え
て
、
検
討
を
進
め
た

い
。全

国
椿
サ
ミ
ッ
ト
野
々
市
大
会

の
準
備
状
況
に
つ
い
て

Ｑ
平
成
29
年
３
月
18
日
か
ら
19
日

に
開
催
さ
れ
る
全
国
椿
サ
ミ
ッ

ト
野
々
市
大
会
の
準
備
状
況
は
ど
う
か
。

Ａ
市
長
●
「
総
務・催
事
部
会
」、「
広

報
・
観
光
部
会
」
及
び
「
公
園
・

産
業
部
会
」
の
３
部
会
を
組
織
し
、
開
催

行
事
の
具
体
的
な
内
容
や
運
営
方
法
な
ど

に
つ
い
て
、詰
め
の
作
業
を
行
っ
て
い
る
。

中
央
公
園
の
施
設
等
の
工
事
の

進
捗
に
つ
い
て

Ｑ
椿
鑑
賞
展
示
施
設
、
椿
育
成
施
設

を
整
備
し
、
ま
た
、
中
央
公
園
内

の
南
西
側
に
芝
生
張
り
の
築
山
に
ツ
バ
キ

を
植
え
、
園
路
を
設
け
て
散
策
が
で
き
る

築
山
に
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
す
る
計
画
で
す

が
、
工
事
の
進
捗
は
如
何
か
。

Ａ
市
長
●
椿
鑑
賞
展
示
施
設
、
椿
育

成
施
設
の
建
築
工
事
及
び
椿
山

の
植
栽
工
事
に
つ
い
て
は
、
５
月
末
に
完

成
し
て
い
る
。
現
在
、
椿
鑑
賞
展
示
施
設

の
内
装
工
事
や
椿
山
の
園
路
舗
装
工
事
な

ど
を
年
末
ま
で
に
完
成
さ
せ
た
い
と
考
え

て
い
る
。

公
共
広
告
物
（
看
板
等
）
の
安

全
確
保
と
点
検
方
法
に
つ
い
て

Ｑ
公
共
広
告
物
（
看
板
等
）
の
安
全

管
理
を
ど
の
よ
う
な
方
法
で
お

こ
な
っ
て
い
る
の
か
。

Ａ
教
育
文
化
部
長
●
市
内
の
公
共

広
告
物
に
つ
い
て
は
、
設
置
・
管

理
を
行
う
そ
れ
ぞ
れ
の
担
当
課
に
お
い
て

毎
年
職
員
に
よ
る
目
視
点
検
を
行
う
こ
と

で
、
安
全
確
認
に
努
め
て
い
る
。

一般質問を動画でご覧いただけます。
　※二次元コードは機種によりご利用いただけない場合があります。
　　PCからは、　https://goo.gl/nJBa2d

左側の建物は、椿鑑賞展示施設
右側の建物は、椿育成施設

Ｑ
市
役
所
庁
舎
正
面
の
ロ
ー
タ

リ
ー
横
に
あ
る
障
が
い
者
用
駐

車
ス
ペ
ー
ス
に
は
屋
根
が
つ
い
て
い
る

が
、
北
側
と
東
側
の
駐
車
ス
ペ
ー
ス
に
は

屋
根
が
な
い
。
障
が
い
者
の
方
が
雨
に
濡

れ
ず
に
車
の
乗
降
が
出
来
る
よ
う
に
、
屋

根
を
設
置
せ
よ
。

Ａ
市
長
●
正
面
玄
関
か
ら
一
番
近

い
場
所
に
屋
根
つ
き
の
駐
車
ス

ペ
ー
ス
を
４
台
分
設
け
て
あ
る
。
設
計
段

階
か
ら
正
面
玄
関
の
利
用
を
想
定
し
て
お

り
、
今
後
も
正
面
玄
関
の
駐
車
ス
ペ
ー
ス

を
利
用
い
た
だ
き
た
い
。

Ｑ
正
面
の
４
台
分
だ
け
で
十
分
だ

と
聞
こ
え
た
が
、
北
側
と
東
側
の

駐
車
ス
ペ
ー
ス
も
実
際
に
使
わ
れ
て
い

る
。
最
低
限
の
配
慮
と
し
て
屋
根
を
設
置

す
べ
き
と
考
え
る
。

Ａ
市
長
●
屋
根
つ
き
の
も
の
を
４

台
分
設
置
し
て
い
る
が
、
混
雑
な

ど
を
把
握
し
て
い
な
い
。
利
用
実
態
を
踏

ま
え
る
中
で
、
こ
れ
か
ら
研
究
し
て
い
き

た
い
。

水
防
実
施
計
画
に
つ
い
て

Ｑ
防
災
行
政
無
線
を
載
せ
た
車
両

は
、
水
害
時
に
マ
フ
ラ
ー
か
ら
水

が
入
ら
な
い
よ
う
に
な
っ
て
い
な
い
。
水

位
が
15
セ
ン
チ
以
上
に
な
る
と
通
行
止
め

と
な
り
、
徒
歩
ま
た
は
ゴ
ム
ボ
ー
ト
で
対

応
す
る
と
い
う
こ
と
だ
が
、
庁
舎
に
ゴ
ム

ボ
ー
ト
の
配
備
が
な
い
。
避
難
指
示
が
出

さ
れ
て
も
市
民
が
取
り
残
さ
れ
る
こ
と
が

な
い
よ
う
に
、
早
急
に
ゴ
ム
ボ
ー
ト
等
の

備
品
を
配
備
す
べ
き
と
考
え
る
。

Ａ
産
業
建
設
部
長
●
本
市
に
お
い

て
は
数
地
区
に
お
い
て
50
セ
ン

チ
を
超
え
る
浸
水
が
想
定
さ
れ
て
い
る

が
、
長
時
間
に
わ
た
り
滞
留
す
る
こ
と
は

な
い
と
推
測
さ
れ
る
の
で
、
本
市
独
自
の

救
助
用
資
機
材
の
配
備
は
不
要
と
考
え

る
。
万
が
一
想
定
外
の
事
象
の
発
生
と

な
っ
た
場
合
に
は
消
防
署
に
応
援
を
要
請

す
る
。

野
々
市
小
学
校
の
増
築
に
つ
い
て

Ｑ
児
童
数
の
増
加
か
ら
平
成
34
年

度
に
は
８
教
室
の
不
足
が
予
測

さ
れ
る
と
し
た
う
え
で
、
当
面
６
教
室
増

築
す
る
と
報
告
を
受
け
た
。
最
初
か
ら
８

教
室
増
築
し
た
ほ
う
が
建
設
費
が
低
く
抑

え
ら
れ
る
と
考
え
る
。

Ａ
教
育
長
●
児
童
数
の
推
移
を
見

通
す
に
当
た
っ
て
は
、
お
お
む
ね

５
年
先
ま
で
を
考
慮
す
る
こ
と
と
し
て
考

え
て
い
る
。
５
年
先
に
確
実
に
必
要
と
な

る
と
思
わ
れ
る
６
教
室
を
増
築
し
た
い
と

思
っ
て
い
る
。

全
国
学
力
・
学
習
状
況
調
査
に

つ
い
て

Ｑ
４
月
19
日
の
記
者
会
見
で
馳
文

部
科
学
大
臣
が
「
成
績
を
上
げ
る

た
め
、
教
育
委
員
会
の
内
々
の
指
示
で
２

月・３
月
か
ら
過
去
問
題
を
や
っ
て
い
る
。

お
か
し
い
。
こ
ん
な
こ
と
を
す
る
た
め
に

教
員
に
な
っ
た
の
で
は
な
い
。」
と
い
う

連
絡
を
受
け
「
本
末
転
倒
だ
。
大
問
題
で

本
質
を
揺
る
が
す
。」
と
述
べ
た
。
本
市

で
も
行
わ
れ
て
い
る
過
去
問
題
の
練
習
は

や
め
る
べ
き
と
考
え
る
。

Ａ
教
育
長
●
市
教
委
は
内
々
の
指

示
は
し
て
い
な
い
。
過
去
問
題
は

年
間
の
授
業
計
画
の
中
で
活
用
す
る
の
が

望
ま
し
く
、
学
力
を
つ
け
る
た
め
の
指
導

に
役
立
て
る
た
め
に
行
う
こ
と
が
大
切
だ

と
思
っ
て
い
る
。

Ｑ
文
科
省
か
ら
の
「
全
国
学
力
・
学

習
状
況
調
査
に
係
る
適
切
な
取

組
の
推
進
に
つ
い
て
」
と
い
う
通
知
う
け

て
、
具
体
的
に
ど
の
様
な
取
組
を
行
っ
た

の
か
。

Ａ
教
育
長
●
全
国
学
力
調
査
が
実

施
さ
れ
る
４
月
中
に
授
業
時
間

を
使
っ
て
過
去
問
題
を
練
習
さ
せ
る
な
ど

行
き
過
ぎ
た
取
扱
い
が
あ
っ
て
は
な
ら
な

い
と
指
導
し
た
。

正面玄関近くに４台分設置している
ので、そちらを利用してほしい

市役所庁舎北側と東側の障がい者用駐
車スペースに屋根を設置せよ

西本 政之 議員

一般質問を動画でご覧いただけます。
　※二次元コードは機種によりご利用いただけない場合があります。
　　PCからは、　https://goo.gl/UNoLA8
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一般質問

Ｑ
Ｐ
Ｆ
Ｉ
事
業
に
よ
り
、指
定
管
理
者

で
あ
る
野
々
市
中
央
ま
ち
づ
く
り

株
式
会
社
と
長
期
的
視
野
に
立
っ
た
視
点

か
ら
、し
っ
か
り
協
議
を
し
、市
民
の
意
向

を
反
映
さ
せ
て
い
く
こ
と
が
で
き
る
か
。

指
定
管
理
者
制
度
で
施
設
運
営
を

委
託
す
る
こ
と
の
メ
リ
ッ
ト
は

Ａ
市
長
●
市
立
図
書
館
、
市
民
学
習

セ
ン
タ
ー
は
あ
く
ま
で
も
公
共
施
設

で
あ
る
こ
と
か
ら
、
市
民
の
ご
意
見
、
ご
要

望
な
ど
を
管
理
運
営
に
適
切
に
反
映
さ
せ
て

い
く
こ
と
は
ま
さ
に
重
要
な
こ
と
で
あ
る
。

　
市
の
方
針
や
市
民
の
ご
意
見
を
的
確
に

運
営
に
反
映
さ
せ
る
た
め
に
、
事
業
者
と

定
期
的
に
施
設
運
営
会
議
を
開
催
を
し
、

そ
の
履
行
状
況
を
確
認
し
な
が
ら
市
民
の

ニ
ー
ズ
に
応
え
、
適
切
な
管
理
運
営
に
努

め
て
ま
い
り
た
い
と
考
え
て
い
る
。

Ｑ
文
化
交
流
拠
点
（
新
図
書
館
・
市

民
学
習
セ
ン
タ
ー
）
の
入
館
数
は

ど
れ
ぐ
ら
い
か
。
そ
れ
に
伴
う
運
営
職
員

体
制
は
ど
の
よ
う
に
な
る
か
。

Ａ
市
長
●
現
在
は
年
間
約
６
万
人

で
あ
る
。
近
隣
自
治
体
を
参
考
に

す
る
と
、
新
図
書
館
と
市
民
学
習
セ
ン

タ
ー
を
あ
わ
せ
た
入
館
者
数
は
年
間
30
万

人
近
く
に
な
る
と
見
込
ん
で
い
る
。

　
運
営
職
員
体
制
は
、
新
図
書
館
と
市
民

設計、建設、維持管理、運営を一括で民間事業者にまかせる
ことにより、新しい視点やアイデアを取り入れ、「新市立図
書館」の機能性や利便性等、市民の声に応えていきたい

新しい文化交流拠点施設である
「新市立図書館」の運用について

安原　透 議員

学
習
セ
ン
タ
ー
の
両
施
設
に
合
わ
せ
て
27

人
の
職
員
を
配
置
す
る
こ
と
に
し
て
い

る
。職
員
は
、図
書
館
勤
務
経
験
、専
門
性
、

一
般
常
識
、
意
欲
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
力
な
ど
を
重
視
し
て
採
用
し
、
特
に
専

門
性
を
必
要
と
す
る
業
務
に
は
司
書
資
格

保
有
者
を
配
置
す
る
こ
と
と
し
て
い
る
。

Ｑ
新
図
書
館
に
お
け
る
開
館
・
閉
館

時
間
、
休
館
日
に
つ
い
て
は
、
現

在
の
市
立
図
書
館
と
比
べ
て
ど
の
よ
う
に

な
る
か
。

利
用
の
し
や
す
さ
が
格
段
に
向
上

Ａ
市
長
●
開
館
等
の
時
間
に
つ
い
て

は
、全
て
の
開
館
日
に
お
い
て
午
前

９
時
か
ら
午
後
10
時
ま
で
利
用
で
き
る
よ

う
に
な
る
。朝
１
時
間
と
夜
３
時
間
、合
わ

せ
て
４
時
間
の
利
用
可
能
時
間
が
ふ
え
る
。

　
特
に
夜
10
時
ま
で
開
館
し
て
い
る
図
書

館
は
、県
内
の
公
立
図
書
館
の
ど
こ
に
も

な
く
、大
変
利
用
し
や
す
く
な
る
と
考
え

て
い
る
。現
行
の
祝
日
の
休
館
日
は
開
館

す
る
。ま
た
現
行
の
毎
週
月
曜
日
の
休
館

を
毎
週
水
曜
日
に
変
更
す
る
予
定
で
あ
る

が
、こ
れ
は
近
隣
の
図
書
館
と
休
館
日
が

重
な
ら
な
い
よ
う
配
慮
し
た
も
の
で
あ
る
。

　
新
図
書
館
で
は
あ
ら
ゆ
る
面
で
利
用
の

し
や
す
さ
が
格
段
に
向
上
し
た
も
の
と
な

る
。

県
内
初
の
電
子
図
書
館
シ
ス
テ
ム

Ｑ
本
の
貸
出
対
象
者
、
お
よ
び
電
子

書
籍
サ
ー
ビ
ス
に
つ
い
て
ど
う

考
え
て
い
る
か
。

Ａ
市
長
●
現
行
は
、野
々
市
市
、金
沢

市
、白
山
市
に
在
住
の
方
並
び
に

野
々
市
市
内
に
通
勤
通
学
を
し
て
い
る
方

が
対
象
で
あ
る
。新
図
書
館
で
は
現
行
の
対

象
者
に
、か
ほ
く
市
、津
幡
町
、内
灘
町
に
在

住
す
る
方
を
加
え
た
も
の
に
し
た
い
。ま

た
、電
子
図
書
館
シ
ス
テ
ム
、地
域
映
像

ア
ー
カ
イ
ブ
ス
シ
ス
テ
ム
を
導
入
を
し
て
、

紙
と
電
子
の
長
所
を
あ
わ
せ
持
つ
図
書
館

を
計
画
し
て
い
る
。県
内
で
本
市
が
初
め
て

の
導
入
と
な
る
。導
入
初
期
は
約
３
，０
０
０

コ
ン
テ
ン
ツ
を
用
意
す
る
予
定
で
あ
る
。

　
コ
ン
テ
ン
ツ
に
つ
い
て
は
市
民
の
映
像

や
写
真
を
継
続
的
に
収
集
、
保
存
を
行
い

充
実
を
図
り
、
本
市
の
地
域
文
化
を
積
極

的
に
発
信
し
て
い
き
た
い
。

Ｑ
文
化
会
館
フ
ォ
ル
テ
や
カ
メ
リ

ア
、
各
公
民
館
と
の
差
別
化
は
。

Ａ
市
長
●
今
ま
で
市
の
施
設
に
な

か
っ
た
も
の
と
し
て
、美
術
工
芸
の

創
作
を
行
う
工
房
機
能
、音
楽
活
動
と
し

て
の
練
習
場
所
と
し
て
の
ス
タ
ジ
オ
機
能

な
ど
、そ
れ
ぞ
れ
の
特
徴
が
活
か
さ
れ
る
よ

う
な
効
果
的
な
運
営
を
し
て
い
き
た
い
。

一般質問を動画でご覧いただけます。
　※二次元コードは機種によりご利用いただけない場合があります。
　　PCからは、　https://goo.gl/Z0zUfL

一般質問

Ｑ
全
Ｐ
Ｆ
Ｉ
事
業
に
対
し
て
応
札

の
あ
っ
た
事
業
者
数
と
市
内
事

業
者
か
ら
の
応
札
数
を
教
え
て
く
だ
さ

い
。Ａ

教
育
文
化
部
長
●
事
業
は
３
つ

ご
ざ
い
ま
し
た
。
野
々
市
小
学
校

施
設
整
備
事
業
で
は
４
グ
ル
ー
プ
、
そ
れ

か
ら
野
々
市
市
小
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
施

設
整
備
運
営
事
業
で
は
１
グ
ル
ー
プ
、

野
々
市
中
央
地
区
整
備
事
業
で
は
こ
れ
も

１
グ
ル
ー
プ
、
計
３
事
業
で
６
グ
ル
ー
プ

の
応
札
が
あ
り
ま
し
た
。

　
な
お
、
入
札
条
件
と
し
て
グ
ル
ー
プ
の

構
成
、
代
表
企
業
が
あ
り
ま
し
て
構
成
企

業
、
協
力
企
業
と
い
う
ふ
う
に
あ
り
ま
す

が
、
そ
の
中
で
は
必
ず
市
内
事
業
者
を
構

成
協
力
企
業
に
含
む
こ
と
と
い
た
し
て
お

り
ま
し
て
、
各
グ
ル
ー
プ
に
は
１
な
い
し

２
社
の
市
内
事
業
者
が
含
ま
れ
て
お
り
ま

す
が
、
い
ず
れ
の
事
業
も
市
内
事
業
者
は

代
表
企
業
と
は
な
っ
て
お
り
ま
せ
ん
。

Ｑ
Ｐ
Ｆ
Ｉ
と
い
う
の
は
デ
メ
リ
ッ

ト
と
し
て
手
続
が
複
雑
と
い
う

も
の
が
挙
げ
ら
れ
て
い
ま
す
。
地
域
の
事

業
者
の
中
に
Ｓ
Ｐ
Ｃ
の
つ
く
り
方
を
知
ら

な
い
だ
と
か
、
そ
も
そ
も
Ｐ
Ｆ
Ｉ
っ
て
何

だ
と
い
う
事
業
者
の
方
も
い
ま
す
。
今
、

政
府
か
ら
地
方
に
向
け
て
大
き
く
交
付
金

が
お
り
て
き
て
大
規
模
事
業
す
る
と
い
う

と
き
に
、
大
手
の
ゼ
ネ
コ
ン
、
中
央
に
お

金
が
も
う
一
回
引
き
戻
さ
れ
る
と
い
う
事

態
は
、
限
り
な
く
小
さ
く
で
き
れ
ば
良
い

な
と
思
う
わ
け
だ
す
が
、
地
域
事
業
者
、

金
融
機
関
、
こ
の
地
域
の
地
銀
な
ど
に
対

し
て
も
Ｐ
Ｆ
Ｉ
と
い
う
事
業
の
や
り
方
、

方
法
を
説
明
し
、
Ｐ
Ｆ
Ｉ
事
業
に
対
し
て

入
札
す
る
し
な
い
は
別
と
し
て
、
こ
れ
が

ま
た
出
さ
な
い
と
出
せ
な
い
で
は
全
然
意

味
が
違
う
の
で
、
こ
の
あ
た
り
を
改
善
図

れ
れ
ば
と
思
う
ん
で
す
が
、
し
っ
か
り
金

融
機
関
や
事
業
に
携
わ
る
で
あ
ろ
う
企
業

さ
ん
に
対
し
て
、
行
政
が
主
体
と
な
っ
て

事
業
者
に
向
け
て
の
勉
強
会
を
企
画
し
て

み
て
は
ど
う
で
し
ょ
う
か
？

Ａ
総
務
部
長
●
Ｐ
Ｆ
Ｉ
事
業
で
は

民
間
事
業
者
の
ノ
ウ
ハ
ウ
を
生
か

す
と
い
う
大
前
提
が
ご
ざ
い
ま
す
。
そ
こ

で
、
Ｐ
Ｆ
Ｉ
の
こ
と
を
わ
か
っ
て
い
な
い

事
業
者
と
い
う
事
業
者
に
参
加
を
促
す
よ

う
勉
強
会
を
開
け
と
い
う
こ
と
で
す
が
、

事
業
者
自
身
が
事
業
者
自
身
の
知
恵
を
つ

け
て
、
事
業
者
自
身
、
意
欲
を
持
っ
て
学

ん
で
い
た
だ
い
て
、
Ｐ
Ｆ
Ｉ
を
十
分
熟
知

の
上
、
応
募
し
て
い
た
だ
く
こ
と
が
大
前

提
に
な
る
も
の
で
あ
る
と
考
え
ま
す
の

で
、
市
が
先
ほ
ど
申
し
ま
し
た
よ
う
に
い

わ
ゆ
る
勉
強
会
の
性
質
の
よ
う
な
も
の
を

開
催
す
る
こ
と
は
考
え
て
お
り
ま
せ
ん
。

※
〈
Ｐ
Ｆ
Ｉ
と
は
〉

　

Ｐ
Ｆ
Ｉ
と
は
、Private Finance 

Initiative

の
頭
文
字
を
と
っ
て
の
言
葉

で
、
民
間
の
資
金
や
施
設
経
営
、
運
営
に
関

す
る
ノ
ウ
ハ
ウ
を
利
用
し
て
新
た
な
公
共
施

設
な
ど
の
建
設
や
維
持
管
理
、
運
営
な
ど
を

行
お
う
と
い
う
行
財
政
改
革
の
手
法
の
一
つ

で
す
。

　
こ
れ
ま
で
の
公
共
事
業
で
は
、
設
計
、
建

設
、
維
持
管
理
と
別
々
に
発
注
を
行
っ
て
い

ま
し
た
が
、
Ｐ
Ｆ
Ｉ
で
は
、
行
政
が
企
画
や

計
画
を
要
求
水
準
書
で
示
し
、
民
間
の
設
計

や
建
設
、
維
持
管
理
業
者
、
資
金
管
理
業
者

な
ど
が
チ
ー
ム
を
組
み
、
会
社
を
作
り
、
行

政
が
示
し
た
要
求
に
対
し
て
具
体
案
を
提
案

し
ま
す
。
ひ
と
ま
と
ま
り
に
な
る
こ
と
で
、

事
業
に
関
す
る
資
金
の
割
り
振
り
に
も
自
由

度
が
生
ま
れ
事
業
全
体
に
か
か
る
コ
ス
ト
削

減
を
図
る
こ
と
の
で
き
る
事
業
方
法
で
す
。

反
面
、
契
約
手
法
が
複
雑
で
あ
っ
た
り
一
時

的
に
大
き
な
資
金
力
が
必
要
に
な
る
為
、
ノ

ウ
ハ
ウ
の
な
い
民
間
業
者
が
参
入
す
る
の
は

難
し
い
と
い
う
側
面
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、

行
政
の
示
す
要
求
水
準
書
に
関
し
て
も
、
こ

れ
ま
で
の
仕
様
書
と
は
違
っ
て
、
納
入
製
品

な
ど
を
特
定
せ
ず
、
ど
の
よ
う
に
使
っ
て
も

ら
え
る
も
の
が
欲
し
い
か
な
ど
、
民
間
企
業

の
ノ
ウ
ハ
ウ
を
最
大
化
す
る
為
の
書
き
方
を

す
る
必
要
が
あ
っ
た
り
と
行
政
、
民
間
と
も

に
勉
強
の
必
要
な
新
た
な
事
業
形
態
で
す
。

勉強会の性質のようなものを開催す
ることは考えておりません

市内事業者に対して、PPP/PFI事業に
関して勉強会を開催せよ

五十川 員申 議員

一般質問を動画でご覧いただけます。
　※二次元コードは機種によりご利用いただけない場合があります。
　　PCからは、　https://goo.gl/vrdQwi
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本市では、小中学校のグラウンドの周辺には
防風林の植栽、防砂ネットの設置をしている

暴風による、学校グラウンド等の砂塵の飛散によ
る近隣被害を解消するための手立てについて伺う

大東 和美 議員 北村 大助 議員

「
野
々
市
小
学
校
校
舎
増
築
に
つ
い

て
」Ｑ

平
成
23
年
４
月
に
野
々
市
小
学

校
を
建
替
え
さ
れ
て
か
ら
６
年

足
ら
ず
で
学
級
数
の
不
足
に
よ
り
校
舎
増

築
す
る
ご
提
示
が
あ
っ
た
が
、
当
初
の
要

求
水
準
の
求
め
に
将
来
の
見
通
し
に
対
す

る
本
市
の
当
時
計
画
に
問
題
が
な
か
っ
た

の
か
Ｐ
Ｄ
Ｃ
Ａ
の
検
証
を
伺
う
。

Ａ
教
育
長
●
平
成
23
年
開
校
時
の

予
測
を
５
６
０
人
と
し
、
平
成
25

年
度
ま
で
の
予
測
児
童
数
は
実
際
と
概
ね

一
致
し
て
い
る
。
当
時
の
見
通
し
は
適
切

な
も
の
で
あ
っ
た
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

し
か
し
、
平
成
26
年
度
以
降
、
野
々
市
小

学
校
校
区
の
児
童
数
が
大
幅
に
増
え
て
お

り
、
今
回
改
め
て
５
年
先
の
児
童
数
を
予

測
し
、
そ
の
結
果
、
確
実
に
６
教
室
が
必

要
と
な
る
こ
と
が
わ
か
り
、
今
回
の
補
正

予
算
を
お
願
い
す
る
も
の
で
あ
り
ま
す
。

Ｑ
時
系
列
で
検
証
す
る
と
当
時
、
学

校
を
着
工
す
る
段
階
で
、
す
で
に

教
室
不
足
が
懸
念
出
来
る
状
態
で
あ
っ
た

の
で
は
な
い
か
。

Ａ
教
育
長
●
仮
に
開
校
時
点
で
わ

か
っ
て
い
た
と
し
て
も
、
こ
れ
だ

け
教
室
不
足
に
な
る
と
思
わ
な
か
っ
た
。

26
年
度
以
降
、急
速
に
児
童
数
が
増
え
た
。

Ｑ
本
市
で
は
、
４
月
17
日
、
瞬
間
最

大
風
速
37
・
５
メ
ー
ト
ル
の
暴
風

が
襲
い
掛
か
り
ま
し
た
。
被
害
状
況
も
報

告
を
受
け
ま
し
た
。
市
民
の
方
か
ら
グ
ラ

ウ
ン
ド
の
砂
塵
を
防
ぐ
た
め
に
人
工
芝
化

に
よ
り
30
年
来
の
近
隣
住
民
の
悲
願
が
実

り
、
喜
ば
れ
て
い
る
記
事
を
も
っ
て
、
ご

相
談
を
受
け
ま
し
た
。
本
市
で
は
、
砂
塵

の
被
害
解
消
の
た
め
に
ど
の
よ
う
な
手
立

て
を
考
え
て
い
る
の
か
伺
う

※�

近
隣
住
民
の
方
は
、
日
常
も
、
洗
濯
も
の
を

外
に
ほ
と
ん
ど
干
す
こ
と
が
で
き
な
い
。
何

か
し
ら
の
対
策
を
講
じ
て
い
た
だ
き
た
い
。

当時の児童数の見通しは適切であったが、今回６教
室が必要となることがわかり補正予算を計上した

新築に建て替えされた野々市小学校が６年足らず
で増築となるが当時の計画に問題はなかったか

グラウンドの
砂の飛散状況

Ａ
教
育
文
化
部
長
●
今
回
の
異
常

気
象
に
よ
る
暴
風
に
お
い
て
は
、

相
当
の
砂
の
飛
散
が
あ
り
ま
し
た
。
芝
生

化
も
効
果
が
あ
る
よ
う
で
す
が
、
運
動
場

の
用
途
が
制
限
さ
れ
、
滑
る
な
ど
、
使
い

に
く
さ
も
出
て
く
る
。

野
々
市
市
観
光
物
産
の
今
後
に
つ

い
てＱ

の
っ
テ
ィ
グ
ッ
ズ
の
活
用
に
つ

い
て
、伺
う
。

Ａ
企
画
振
興
部
長
●
公
式
キ
ャ
ラ
ク

タ
ー
と
し
て
民
間
活
用
も
営
利
目

的
で
あ
っ
て
も
申
請
に
よ
り
無
償
で
利
用

で
き
、
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
掲
載
の
35
品
目
の

グ
ッ
ズ
の
ほ
か
、
広
告
、
看
板
、
洋
菓
子
、

エ
コ
バ
ッ
ク
な
ど
の
利
用
に
広
が
り
、
今

後
も
本
市
の
魅
力
の
発
信
を
図
り
た
い
。

Ｑ
本
市
の
観
光
に
つ
い
て
、日
本
の

伝
統
芸
能
、い
わ
ゆ
る「
和
も
の
」を

子
供
た
ち
に
お
稽
古
を
通
じ
て
、本
市
の
伝

統
を
創
作
し
、観
光
に
つ
な
げ
て
は
ど
う
か

Ａ
市
長
●
観
光
と
一
口
に
申
し
ま

し
て
も
、
名
所
・
旧
跡
・
文
化
振

興
・
食
文
化
な
ど
、
そ
の
資
源
は
多
岐
に

わ
た
っ
て
お
り
、
こ
れ
ら
の
観
光
資
源
を

紹
介
す
る
た
め
、
観
光
物
産
協
会
に
よ
る

展
示
コ
ー
ナ
ー
の
開
設
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

ガ
イ
ド
の
の
い
ち
里
ま
ち
倶
楽
部
、
野
々

市
北
国
街
道
元
気
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
委
員
会

な
ど
市
民
に
よ
る
取
り
組
み
や
、
子
ど
も

た
ち
に
は
「
じ
ょ
ん
か
ら
Ｋ
Ｉ
Ｄ
Ｓ
」
人

間
国
宝
の
中
野
孝
一
氏
が
講
師
を
務
め
る

体
験
教
室
な
ど
、
一
流
の
技
に
触
れ
る
事

業
も
開
催
。
今
後
も
本
市
の
魅
力
を
内
外

へ
発
信
し
て
ま
い
り
た
い
。

自
転
車
の
安
全
・
快
適
な
利
用
に

つ
い
て

Ｑ
自
転
車
専
用
道
路
・走
行
帯
に
つ

い
て
今
後
の
本
市
の
取
り
組
み

に
つ
い
て
の
考
え
方
を
伺
う
。

Ａ
市
長
●
本
年
度
、
金
沢
工
業
大
学

の
地
域
連
携
授
業
の
研
究
テ
ー

マ
と
し
て
、『
市
内
に
お
け
る
自
転
車
走

行
の
あ
り
方
』
の
研
究
を
お
願
い
し
、
今

後
、
そ
の
研
究
成
果
や
、
先
進
地
事
例
を

参
考
に
し
な
が
ら
、
調
査
結
果
・
研
究
を

考
え
て
い
る
。

Ｑ
自
転
車
の
走
り
や
す
い
街
づ
く

り
に
つ
い
て
、駐
輪
場
、共
有
シ

ス
テ
ム
、サ
イ
ク
ル
ト
レ
イ
ン
な
ど
石
川

中
央
都
市
圏
で
検
討
し
て
は
ど
う
か
。

Ａ
市
長
●
今
後
、
４
市
２
町
で
構
成

す
る
連
携
中
枢
都
市
圏
の
中
で
、

調
査
・
研
究
を
し
た
い
、「
サ
イ
ク
ル
ト

レ
イ
ン
」
に
つ
い
て
は
運
行
事
業
者
に
働

き
か
け
て
み
た
い
と
考
え
て
い
る
。

今
回
、
６
教
室
の
増
築
を
お
願
い
す
る
も

の
で
あ
る
。

Ｑ
校
舎
増
築
に
つ
い
て
余
裕
教
室

を
含
ん
だ
増
築
内
容
に
な
っ
て

い
る
の
か
伺
う
。
ま
た
特
別
教
室
な
ど
新

築
当
初
に
有
し
て
い
た
性
能
機
能
を
充
分

に
子
ど
も
た
ち
が
活
用
出
来
る
の
か
を
合

わ
せ
て
伺
う
。

Ａ
教
育
長
●
校
舎
増
築
は
１
～
４

年
生
ま
で
35
人
学
級
と
し
て
い

る
現
行
の
基
準
に
基
づ
い
た
形
で
の
増
築

を
考
え
て
お
り
、
さ
ら
な
る
少
人
数
学
級

は
想
定
し
て
お
り
ま
せ
ん
。
特
別
教
室
の

性
能
機
能
に
つ
い
て
は
、
充
分
に
子
ど
も

た
ち
が
活
用
で
き
る
よ
う
に
確
保
で
き
て

お
り
ま
す
。今
回
の
増
築
が
完
了
す
れ
ば
、

現
在
、
普
通
教
室
と
し
て
転
用
し
て
お
り

ま
す
マ
ル
チ
ル
ー
ム
に
つ
い
て
は
、
元
に

戻
し
て
使
用
し
た
い
と
考
え
て
お
り
ま

す
。

「
市
有
施
設(

建
築
物)

の
営
繕
業

務
に
つ
い
て
」

Ｑ
各
施
設
を
管
理
し
て
い
る
主
管

課
の
営
繕
業
務
を
延
命
化
の
観

点
か
ら
一
元
化
し
、
専
門
的
見
地
か
ら
設

計
・
監
理
を
行
う
必
要
が
あ
る
と
考
え
る

が
見
解
を
問
う
。

Ａ
市
長
●
本
市
の
公
共
施
設
の
営

繕
に
つ
い
て
は
、
施
設
を
管
理
す

る
そ
れ
ぞ
れ
の
部
署
（
課
）
で
行
っ
て
お

り
ま
す
。
建
築
士
の
資
格
を
有
す
る
職
員

が
設
計
監
理
に
つ
い
て
、
様
々
な
協
力
を

行
う
体
制
と
な
っ
て
お
り
ま
す
の
で
、
今

後
と
も
現
行
の
と
お
り
取
組
ん
で
ま
い
り

た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。
施
設
の
延
命

化
を
図
る
こ
と
に
つ
い
て
は
、
予
防
保
全

が
重
要
で
あ
り
ま
す
。
建
築
士
の
資
格
を

有
す
る
職
員
と
の
緊
密
な
連
携
の
も
と
、

計
画
的
な
修
繕
を
実
施
し
た
い
と
考
え
て

お
り
ま
す
。

Ｈ19 Ｈ20 Ｈ21 Ｈ22 Ｈ23 Ｈ24 Ｈ25 Ｈ26 Ｈ27 Ｈ28
野 々 市 小 学 校 477 464 477 473 516 545 550 598 669 731 
御 園 小 学 校 635 635 661 664 628 619 621 638 640 642 
菅 原 小 学 校 468 469 451 442 429 427 424 398 400 403 
富 陽 小 学 校 646 676 733 757 812 826 850 911 929 973 
館 野 小 学 校 470 503 505 493 494 503 488 450 447 430 

計 2,696 2,747 2,827 2,829 2,879 2,920 2,933 2,995 3,085 3,179 

一般質問を動画でご覧いただけます。
　※二次元コードは機種によりご利用いただけない場合があります。
　　PCからは、　https://goo.gl/6IR48s

一般質問を動画でご覧いただけます。
　※二次元コードは機種によりご利用いただけない場合があります。
　　PCからは、　https://goo.gl/sGTqqI
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子ども貧困実態調査を

特段の状況の把握に漏れがあるとは
感じていない

Ｑ
日
本
の
子
ど
も
の
実
に
６
人
に
１

人
の
子
ど
も
が
貧
困
状
態
に
あ

る
。
な
か
で
も
母
子
家
庭
の
貧
困
率
は

54
・
６
％
と
突
出
し
て
い
る
。
子
ど
も
の

貧
困
対
策
の
推
進
に
関
す
る
法
律
で
は
、

貧
困
の
状
況
に
あ
る
子
ど
も
が
健
や
か
に

育
成
さ
れ
る
環
境
整
備
や
教
育
の
機
会
均

等
を
図
る
こ
と
を
目
的
に
掲
げ
、
国
、
地

方
自
治
体
に
子
ど
も
の
貧
困
対
策
の
策

定
、
実
施
の
責
務
を
明
記
し
て
い
る
。
市

と
し
て
も
、
子
ど
も
の
貧
困
対
策
に
取
り

組
む
た
め
の
実
態
調
査
を
行
う
考
え
は
な

い
か
。

Ａ
市
長
●
市
の
情
報
の
受
け
と
め

方
、
情
報
の
収
集
含
め
て
、
特
段

の
状
況
の
把
握
に
漏
れ
が
あ
る
と
は
感
じ

て
い
な
い
。

　
新
図
書
館
の
課
題
は
高
い
レ
フ
ァ

レ
ン
ス
の
知
識
、
能
力
を
持
っ
た

司
書
の
確
保
と
安
定
雇
用

Ｑ
す
ぐ
れ
た
図
書
館
サ
ー
ビ
ス
の

必
須
条
件
は
優
秀
な
司
書
が
い

る
こ
と
で
、新
図
書
館
の
今
後
の
課
題
は
、

高
い
レ
フ
ァ
レ
ン
ス
の
知
識
、
能
力
を

持
っ
た
司
書
を
確
保
し
育
て
る
こ
と
が
で

き
る
の
か
ど
う
か
だ
と
思
う
。
そ
れ
は
時

間
と
経
験
を
積
み
上
げ
て
こ
そ
得
ら
れ
る

も
の
で
、
安
定
し
た
継
続
雇
用
を
保
障
す

る
こ
と
が
必
要
で
は
な
い
か
。

Ａ
教
育
長
●
優
秀
な
司
書
に
な
っ

て
い
た
だ
く
こ
と
は
、
市
民
へ
の

サ
ー
ビ
ス
向
上
に
つ
な
が
る
も
の
と
考
え

て
い
る
。
事
業
者
に
は
優
秀
な
司
書
を
多

く
そ
ろ
え
て
い
た
だ
く
よ
う
に
求
め
て
い

き
た
い
。
ま
た
、
雇
用
後
に
お
い
て
も
、

優
秀
な
司
書
を
育
成
し
て
い
た
だ
く
よ
う

に
求
め
て
い
き
た
い
。

Ｑ
図
書
館
流
通
セ
ン
タ
ー
が
雇
用

す
る
司
書
で
、
非
正
規
か
ら
社
員

に
登
用
さ
れ
た
事
例
は
あ
る
か
。

Ａ
教
育
長
●
同
社
に
お
聞
き
し
た

と
こ
ろ
、
正
社
員
登
用
制
度
を
設

け
て
お
り
、
契
約
社
員
か
ら
正
社
員
と
し

て
登
用
さ
れ
る
事
例
も
あ
る
と
い
う
こ
と

で
す
。
た
だ
、
そ
の
割
合
に
つ
い
て
は
公

表
さ
れ
て
い
る
数
値
は
な
い
。

　
ご
み
減
量
化
の
取
り
組
み
を

Ｑ
本
市
の
ご
み
処
理
に
か
か
わ
る

新
し
い
最
終
処
分
場
の
工
事
が

白
山
市
の
小
川
町
地
内
に
進
ん
で
い
る
。

市
と
し
て
も
こ
の
機
会
を
捉
え
、
ど
う
す

れ
ば
野
々
市
市
か
ら
出
る
ご
み
を
減
ら
す

こ
と
が
で
き
る
の
か
、
川
崎
市
や
名
古
屋

市
の
取
り
組
み
に
学
ん
で
、
行
政
と
市
民

が
一
緒
に
考
え
、
取
り
組
む
機
会
に
す
べ

き
で
は
な
い
か
。

Ａ
市
長
●
今
の
質
問
や
議
論
を

伺
っ
て
、
あ
ら
ゆ
る
機
会
を
捉
え

て
、
減
量
化
の
必
要
性
あ
る
い
は
減
量
化

に
向
け
た
ア
イ
デ
ア
や
工
夫
、
そ
ん
な
こ

と
を
皆
さ
ん
で
お
話
を
す
る
こ
と
も
大
事

な
の
か
な
と
い
う
こ
と
を
き
ょ
う
感
じ
さ

せ
て
い
た
だ
い
た
。
市
と
し
て
も
皆
さ
ん

に
減
量
化
に
向
け
て
の
協
力
を
お
願
い

し
、
取
り
組
み
を
し
っ
か
り
進
め
て
い
き

た
い
。

Ａ
総
務
部
長
●
毎
年
点
検
し
、
稼
働

の
確
認
を
し
て
い
る
。
住
民
情
報

や
税
情
報
な
ど
の
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
デ
ー
タ

は
、
市
庁
舎
と
市
外
に
あ
る
デ
ー
タ
セ
ン

タ
ー
に
お
い
て
、
二
重
に
保
管
し
、
デ
ー

タ
の
完
全
消
失
を
防
ぐ
環
境
を
整
え
て
お

り
、
こ
の
デ
ー
タ
セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
稼

働
が
可
能
で
あ
る
。

災
害
時
に
お
け
る
相
互
応
援
協
定
と
、

職
員
の
災
害
対
応
力
向
上
に
つ
い
て

Ｑ
愛
知
県
東
浦
町
と
災
害
時
相
互

応
援
協
定
を
締
結
し
て
か
ら
６

年
が
経
過
し
た
。
意
見
交
換
や
具
体
的
な

対
策
会
議
、
訓
練
の
実
施
状
況
は
。

Ａ
市
長
●
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ

ン
タ
ー
の
合
同
研
修
会
の
開
催

や
、
市
総
合
防
災
訓
練
で
は
通
信
訓
練
を

行
い
、
毎
年
度
当
初
に
は
、
災
害
時
連
絡

担
当
部
局
と
情
報
交
換
を
行
っ
て
い
る
。

今
後
も
必
要
に
応
じ
て
連
携
の
内
容
を
検

岩見　博 議員

災
害
時
に
お
け
る
行
政
機
関
の
対

応
、「
業
務
継
続
計
画
」
に
つ
い
て

Ｑ
「
業
務
継
続
計
画
」
と
は
、
災
害

時
に
行
政
自
ら
も
被
災
し
た
際

に
、
優
先
的
に
実
施
す
べ
き
業
務
を
特
定

し
、
執
行
体
制
や
対
応
手
順
を
あ
ら
か
じ

め
定
め
る
計
画
で
あ
る
。
全
職
員
へ
の
周

知
徹
底
と
研
修
、
訓
練
方
法
は
。

Ａ
市
長
●
今
年
の
３
月
に
策
定
後
、

た
だ
ち
に
文
書
配
布
と
携
帯
用

の
「
職
員
初
動
マ
ニ
ュ
ア
ル
」を
常
時
携

帯
す
る
よ
う
指
示
し
た
。研
修
、訓
練
に
つ

い
て
は
、市
総
合
防
災
訓
練
で
実
施
す
る
。

Ｑ
本
庁
舎
が
使
用
で
き
な
く
な
っ
た

場
合
の
代
替
庁
舎
に
つ
い
て
、数
か

所
の
代
替
施
設
の
リ
ス
ト
を
順
位
付
け
し

て
作
成
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

Ａ
総
務
部
長
●
富
奥
防
災
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
を
代
替
施
設

と
し
て
い
る
。加
え
て
、市
の
区
域
外
で
の

代
替
施
設
に
つ
い
て
、連
携
中
枢
都
市
圏

の
防
災
連
絡
会
議
に
お
い
て
検
討
し
て
い

き
た
い
。

Ｑ
非
常
用
発
電
機
の
起
動
点
検
と

電
力
供
給
範
囲
の
確
認
を
実
施

し
て
い
る
か
。
行
政
デ
ー
タ
の
シ
ス
テ
ム

稼
働
が
困
難
な
場
合
の
対
策
方
法
は
。

職員は、携帯用の「職員初動マニュ
アル」を常時携帯している

災害時の行政対応、「業務継続計画」
の全職員への周知徹底はされているか

馬場 弘勝 議員

1. 市長不在時の明確な代行順位及び
職員の参集体制

2. 本庁舎が使用できなくなった場合
の代替庁舎の特定

3. 電気、水、食料等の確保
4. 災害時にもつながりやすい多様な

通信手段の確保
5. 重要な行政データのバックアップ
6. 非常時優先業務の整理

野々市市
業務継続計画

（平成28年３月 策定）

災害時の
業務計画書

討
し
、
防
災
力
の
向
上
を
図
っ
て
い
く
。

Ｑ
被
災
地
支
援
と
し
て
派
遣
さ
れ
た

本
市
職
員
の
貴
重
な
経
験
を
伝
え

る
仕
組
み
、他
の
職
員
の
災
害
対
応
力
の
向

上
に
つ
な
が
る
取
り
組
み
の
実
施
状
況
は
。

Ａ
市
長
●
東
日
本
大
震
災
に
お
い

て
、
給
水
活
動
や
健
康
管
理
、
総

合
相
談
業
務
な
ど
被
災
地
支
援
に
延
べ
29

名
の
職
員
を
派
遣
し
た
。
派
遣
職
員
の
経

験
と
報
告
に
よ
り
、「
応
急
給
水
栓
」
を

配
備
す
る
こ
と
に
つ
な
げ
る
こ
と
が
で
き

た
。
ま
た
、
被
災
さ
れ
た
方
か
ら
の
話
を

聞
き
、
心
の
ケ
ア
が
大
切
で
あ
る
と
改
め

て
学
び
、
市
地
域
防
災
計
画
と
市
地
域
福

祉
計
画
に
反
映
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
今

後
も
職
場
全
体
で
共
有
し
、
災
害
対
応
力

の
向
上
に
努
め
て
い
く
。

野
々
市
市
総
合
防
災
訓
練
、
５
か

年
計
画
に
つ
い
て

Ｑ
初
動
体
制
の
強
化
を
目
標
と
し
て
、

３
年
目
と
な
る
本
年
の
市
総
合
防

災
訓
練
に
お
け
る
職
員
の
訓
練
内
容
は
。

Ａ
市
長
●
こ
れ
ま
で
実
施
さ
れ
て

き
た
非
常
参
集
訓
練
、
避
難
所
開

設
訓
練
、
情
報
伝
達
訓
練
等
に
加
え
、
対

策
本
部
第
２
順
位
で
あ
る
富
奥
防
災
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
に
災
害
対
策
本
部

を
開
設
す
る
訓
練
を
新
た
に
実
施
す
る
。一般ごみの収集作業

一般質問を動画でご覧いただけます。
　※二次元コードは機種によりご利用いただけない場合があります。
　　PCからは、　https://goo.gl/XyEDhI

一般質問を動画でご覧いただけます。
　※二次元コードは機種によりご利用いただけない場合があります。
　　PCからは、　https://goo.gl/FvwPpO
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　中林に生まれ 65 年余り、学生時
代の４年間、単身赴任中の約４年間
を除き、この地に暮らしてきまし
た。結婚前は「住んでいるだけ」で
地元との繋がりは薄いものでした。
結婚し子育てをする立場になり、子
供の頃となんら変わりなく、温かく
見守って下さる地元の方々の心にど
れだけ助けられているのかを痛感し
ました。そんな自分が定年を迎えた
時、ある方から、「議会の 傍聴をし
たら、いろいろ面白いぞ」といわれ、
2011 年３月議会から、本会議の傍

　野々市小学卒、野々市中学卒の野々
市っ子です。40 年前と比べると市街
化が進みとても住みやすい街になっ
ているのだと思います。住みやすさ
ランキングも常に上位で素晴らしく市
民として嬉しく思います。しかしなが
ら市街化が進む一方で自然が無くなっ
ている様にも感じます。確かに公園
に植栽はありますが人間と共存はして
いない様な感じに思えます。

　小学生の頃、校庭に１本の大きなポ
プラの木があり、風に吹かれ葉が鳴
る音を覚えています。「でけ～！」と
言いながら空を見上げたものです。
川にはどじょう、メダカ、ウグイや鮒
がいたりすぐそばに自然があった様に
思えます。野々市市には文化はあり
ますが海も山もありません。だから他
の町より自然と共存する街になること
を期待しております。例えば木を１本
切るとどこか他に木を植樹しなければ
ならないとか色々あると思います。

　どうか市街化＝自然破壊にならな
い、自然と共存し未来の子供たちが
住みやすい野々市市となります様に宜
しくお願いいたします。
　近年午後６時になると心臓が止まる
ぐらいのボリュームで “ 野々市じょん
から ” が鳴り響いていますね！小学生
の頃はお寺の鐘だった様に思えます。
最近では、じょんからを聴くと私は夏
の到来を感じながら過ごしています。
　明るい未来と自然のある野々市市に。

■
野
々
市
市
議
会
Ｕ
Ｒ
Ｌ: http://w

w
w

.city.nonoichi.lg.jp/
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

  gikai/gikaitop.htm
l

■
Ｅ
メ
ー
ル:gikai@

city.nonoichi.lg.jp

■
発
行
：
野
々
市
市
議
会　
　
☎（
０
７
６
）２
２
７
―
６
１
４
１

〒
９
２
１
―
８
５
１
０　
石
川
県
野
々
市
市
三
納
一
丁
目
１
番
地

■
編
集
：
議
会
だ
よ
り
編
集
委
員
会

議
会
だ
よ
り
　
10
号　
平
成
28
年
７
月
発
行

声 voi
ce

中の「各議員の一般質問と、市長は
じめとした行政の答弁」最終日の「討
論・採決に伴う、 賛成討論・反対討
論」など、本人の生の声、表情、開
会中の出席の方々の表情等から、真
剣みが伝わり、単に「賛成」「反対」
のみならず、皆さんがいかに、「市」
のことを思っているかが伝わってき

ます。そのような、「見聞き」の中
から、いただいてきたご恩をお返し
するため、一市民として何ができる
か ? を自身に問いかけ、現在は地
元の土地区画整理事業や、子供たち
の安全安心の為の「見守り隊」など
を通じて、少しでも地域のお役に立
てればと思っています。

ふるさとへの恩返し
西崎 幹夫さん（中林二丁目）

明るい未来と
自然在る野々市市に
川西 昌也さん（清金３丁目）

▼
期
間

　

９
月
６
日
（
火
）
～
28
日
（
水
）
23
日
間

▼
開
会

　

６
日
（
火
）
午
前
10
時

▼
一
般
質
問

　

13
日
（
火
）・
14
日
（
水
）
両
日
と
も

　

午
前
９
時
30
分
か
ら

▼
予
算
決
算
常
任
委
員
会

　

15
日
（
木
）・
16
日
（
金
）・
20
日
（
火
）

　

午
前
９
時
30
分
か
ら

　

27
日
（
火
）
午
前
10
時
か
ら

▼
総
務
産
業
常
任
委
員
会

　

21
日
（
水
）
午
前
10
時

▼
教
育
福
祉
常
任
委
員
会

　

23
日
（
金
）
午
前
10
時

▼
閉
会

　

28
日
（
水
）
午
後
２
時

▼
人
権
擁
護
委
員

　

北
本　

直
美　

太
平
寺
四
丁
目

９
月
定
例
会
の
日
程
が

決
ま
り
ま
し
た

人　
事

議会傍聴をお願いします

P

聴を継続しています。
傍聴をしていると。開
会時の「市長（当時町
長）の 提案理由 = 施
政方針の演説」本会議




